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はじめに――本書面の概要
本書面では，まず，原告ら第６準備書面に引き続いて，８名の原告について，空襲によって，単純な一回的不法行為（あるいは犯罪行為）による個別的被害の集積とは比較にならない，同時的かつ複合的な重大な被害を受けたこと，加えて，その後の人生においてもずっと甚大な苦労・困難を強いられたことを具体的に明らかにし，もって，空襲による被害が単なる被害項目の積み重ねにとどまらず，原告らの人生全般の継続的破壊という，きわめて広汎かつ包括的な被害が生じていることを明らかにする。
第１　原告瀬章代（原告番号５）の被害
１　戦争動員体制強化の世相

第二次訴訟原告瀬章代（以下単に原告瀬）は，１９３２（昭和７）年３月２３日，静岡県見付（現在の磐田市）生まれである。そこで昭和７年から昭和２９年まで生活をしている。空襲被災当時は両親や祖母，兄弟親戚あわせて１０人暮らしであった。
そこで原告瀬は，見付という田舎町においても，１９４４（昭和１９）年から１９４５（昭和２０）年にかけてより一層戦時色，統制色が強くなる様子をこども心にも強く実感している。具体的には，１９４５（昭和２０）年に入り，米軍戦闘機からの機銃掃射や爆弾の投下が多くなるにつれ，近隣の各家庭に「防空壕をつくるように」との通達が徹底されるようになった。当時原告ら地域住民は，それぞれの世帯毎に中庭や裏庭に田や畑を持っていたので，家の中にではなく，敷地内に防空壕をつくるようにとの指示がされていた。しかしながらそれは，防空壕とは名ばかりの，庭に少し穴を掘って屋根をかぶせ，土を盛っただけのものであった。一間（２メートル弱）四方の，頭を下げて入り，中ではしゃがんでいる必要のある，そんな防空壕であった。

　　　また，空襲が頻繁になるにつれて，夜間の灯火管制も大変厳しくなって行った。夜間少しでも光が漏れていると，地域の人が来て「○○さんところから明かりが漏れているよ！」「一軒でも（光が）漏れたら，そこが敵の空襲の標的になるんだからね！」ときつく注意を受けることが頻繁に起こるようになった。そのため原告の自宅でも，布を重ねるようにして細心の注意を払い光が絶対外に漏れないように気をつかっていた。

　　　原告瀬は，１９４４（昭和１９）年～１９４５（２０）年当時は女学校の１～２年であったが，学校でも避難訓練が頻繁に行われるようになった。空襲を想定して裏山に逃げる訓練では，「絶対私語をするな！」「セーラー服の白い布部分は目立つので全員服の中にしまい込むように！」等の注意を受けたことを覚えている。

　　　空襲を想定しての消火訓練も頻繁に行われるようになった。竹の竿に布を付けたようなもので，みんなで「エイヤ－」と火を消す訓練である。「爆弾が落ちて燃え上がっても，逃げずに火を消さなければならない。」「燃え広がる前に消すことが大事だ」・・・今も原告瀬の記憶に残る町会長の言葉である。

　　　その他，当時のことで強く原告瀬の記憶に残っていることは，毎月１回１年から６年まで町内に集まり列をつくって神社参拝をしたことである。片道３０分ほどかかる出征兵士の無事を祈るという行事であるが，神社に行くのに坂を上るのが大だったことが今も鮮明に記憶に残っているのである。

　　　出征に狩り出される兵士も，だんだん若者，高年齢の者に及び，原告瀬の父に召集令状が来たのは，父が４０を過ぎた後のことであった。

　２　原告瀬の空襲体験　～死の恐怖と叔父の無惨な死～
原告瀬は，１９４５（昭和２０）年５月１９日の見付（現在の静岡県磐田市）への空襲や，それ以前に多くあった機銃掃射等での米軍機からの攻撃に遭い，死の恐怖に怯え命からがら逃げまどうという経験をしいる。機銃掃射の恐ろしさは，弾丸の乾いた音である。「ダッ・ダッ・ダッ・ダッ」という少し重い音の時はまだ少し遠いのであるが，それが「パタ・パタ・パタ・パタ」「ピシッ，ピシッ・パリ・パリ」と連続した乾いた音になった時は危険な時である。その中を原告瀬は逃げたのである。

　１９４５（昭和２０）年に入り，原告瀬の居住地域にも爆弾が落とされるということが多くなった。原告の実家の近くに陸軍兵舎と，空軍（浜松）の飛行基地があったので両方が標的になっていたのである。真夜中に照明弾で真昼のように赤々と照らして，焼夷弾が落とされた。学校の敷地に落ちたときは，大地が揺れて，地震かと思う程の衝撃であった。原告らは学校の防空壕に避難したが，爆弾が正面の前の畑に落ちて，「次に落ちるバクダンで死ぬ」とだんだん近くに着弾する音に，死の恐怖に絶望していた原告瀬であった。

　「まだ死にたくない」「まだ死にたくない」

　　原告瀬は恐ろしさの中，必死で歯を食いしばって我慢していた。

そのような中，昭和２０年５月１９日の見付への空襲より少し早い時期だった可能性もあるが，町の国鉄の駅（中泉）で仕事をしていた原告瀬の叔父が，爆撃にあって無惨な死に方をしている。原告は自らの目の前を，戸板にのせて，ムシロをかぶせられ，左足の足首から先が逆向きになって，ぶら下がって運ばれていくのを見ているが，その時原告瀬は心から恐怖を感じたのである。

　３　原告瀬の夫瀬隆隆春の空襲体験
～母・親族との別離，一切の家財道具焼失～
原告瀬の夫である瀬隆春（１９２８（昭和３）年５月２４日生，以下単に隆春）は，１７歳になったばかりの大阪空襲（６月１日空襲）で，最愛の母をはじめ親族（合計５名）を失い，家財道具等も一切を失うという極めて悲惨な経験をしている。

　隆春自身は，空襲時は勤務先におり，直接の難を逃れているのであるが，空襲直後，親戚らと一緒に自宅周辺の遺体を捜索している過程の中で，最愛の母の死を確認することになるのである（当時隆春の母は５２歳であった）。

　隆春の姉が，母親のきていた“もんぺ”の小さな切れ端の焦げ付いた身体の一部を見つけて，

「これ，お母ちゃんや！」と言って，呆然と立ちすくんだ。それが隆春の母の無惨な姿であった。
　隆春らは，その誤皆で母の遺体をリヤカーに乗せて，叔父，叔母，その連れ添いと思える人等，合計６人の遺体を茨木市まで運んでいる。６体とも満足な遺体は，一体もなかった。皆は食事をしてなかったことも忘れて，郡山の墓地まで運んだ。山の上に，少し木を伐採して作ったような空き地のようなところで，木の枝を沢山採ってきて，その場で焼いた。

母親がこのような死に方をし，隆春の父も病気（肝臓）になり，丸一年寝たきりで，母の後を追った。父も５２歳の若さであった。

また，この時の空襲では，隆春が初月給からボーナスも合わせて，親が結婚資金にとコツコツ貯金してくれていた通帳も印鑑も含め，全てが焼失してしまったのである。

４　原告瀬・夫隆春の心からの願い

原告瀬夫隆春は現在日常的に入院先で呼吸管理を必要とする状態であり，会話もままならない状態が続いている。原告瀬も肺と心臓の持病で，最近でも入院をしており，現在も継続的通院を必要とする日々である。

白内障で手術の必要があるとも言われているが，隆春の病状が気になり，それも踏み切れない状態である。原告ら夫婦の思いは，ただ一つ。これ以上戦争してはいけないということである。

原告瀬は，その陳述書（甲Ｄ５－１号証）の末尾を次ぎの言葉で締めくくっている。原告瀬の思いを示す意味で，ここに引用する。

「政治家の方々は，一世紀前の愚を繰り返さないようにして下さい。お願いです。ご自分の立場や地位や名誉でなく，皆さんのお子さん，お孫さんのことですよ，２１世紀は。どうぞ戦争のない国，世界を創るために，国民のために働いて下さい。戦争の経験のない政治家の方々は戦争しているところへ一人で行って，着の身着のままで戦争を味わってきて下さい。日本を絶対に戦争に巻き込まないで下さい。今，戦争をしている地域，何で，どうしたら戦争止められるかって真剣に考えて下さい。今戦争を知らない人が殆どの日本です。おもしろいなんて思う人は，一人で戦争しているところにいってきたらわかる。戦争の地域の人々だって，みんないやだと思っている。やりたいのは，一部の人間。それでみんな迷惑している。昔の日本のようにならないで。しないで。政治に携わっていらっしゃる方々に，くれぐれもお願いします。戦争で亡くなった方，兵士も民間人も，無念のうちに亡くなった多くの方々の思いをこめて，心より訴えます。」

第２　原告藤原まり子（原告番号１１）の被害
　１　空襲時の状況　～出生直後の無差別爆撃～

 　　　原告藤原まり子は，１９４５（昭和２０）年３月１３日の夜，大阪市阿倍野区の自宅で生まれた。言うまでの無く，その当時は，戦争中で大変な食糧不足であったが，それでも，原告藤原は，両親や叔母，姉に心から望まれて，この世に生を受けた。
　　　ところが，原告藤原が生まれた２時間後の午後１１時５０分，大阪の上空にＢ２９爆撃機２７０機が現れ，大阪で最初の民間人をねらった大規模な無差別爆撃が始まった。同年３月１３日２３時５７分から１４日３時２５分まで続いた爆撃で，死者３，９８７名，不明者６７８名の犠牲者が出た。そして，原告藤原もまた，この時の空襲で左足に大けがを負った。
　すなわち，原告藤原の父と叔母は，出産したばかりの原告藤原の母と原告藤原を布団ごと引きずるようにして，亡くなった祖父が掘った防空壕に運んだ。
　　　原告藤原とその母が入れば一杯になってしまうくらいの小さな防空壕であったので，防空壕の方が安全であろうと考えた父は，二人を優先的に防空壕に避難させ，父，叔母，姉は，歯科医である父の診察室に隠れた。
　ところが実際には，原告藤原らが避難していた防空壕のなかに焼夷弾が落ち，原告藤原の産着に火が飛び移り，母は火に追われるようにして，防空壕の中から這うようにして逃げ出した。原告藤原は，この時，幸いにも，通りがかった男性によって，防空壕から運び出され，九死に一生を得たのである。
　　　しかし，原告藤原は，命こそは助かったものの，産着に燃え移った炎で，その左足はやけただれ，膝の関節から下が内側にむけてぐにゃりと曲がってしまった。防空壕に駆けつけてきた父が，すぐに近くの焼け残った病院に原告藤原を連れていったが，その病院は，原告藤原と同じように焼夷弾で負傷した者でであふれかえり，充分な薬もなく，原告藤原の治療は火傷した左足にアカチンを塗るだけだった。原告藤原の左足の先にアカチンが塗られる時，原告藤原の左足の指は五本ともポロポロと落ちてしまった。

このようにして，原告藤原は，出生の数時間に，左足に大けがを負うこととなったのである。
　２　戦後の苦労

　（１）成長しない左足
原告藤原も，その後成長を遂げるが，その左足は火傷のないほかのところのようには成長していきかなかった。右足は成長して長くなってくるのに，左足はそれほど成長せず，物心ついたときには左右の足の長さが随分と違っていた。そのため，原告藤原は，健康な方の足右足を曲げて立たざるを得なかったのである。また，原告藤原の左足は成長しないだけではなく，とても細く，冷たく，しもやけができ，その痒みも尋常ではなかった。
　　　　身体が大きく成長するにつれて，左右の足の長さの違いはどんどん大きくなっていった。そのせいで，両足で立つことが難しくなってきた原告藤原は，小学校にあがる少し前まで，両親と外出するときには，母の背中におぶられたり，乳母車に乗せられたりした。
　（２）周囲からの奇異の目　
　　　　原告藤原が，自分の足が「みんなとは違う」と気づいたのは，６歳のころであった。ある日，母や叔母につれられて夜遅くの銭湯に行った。母たちは，左足のことで原告藤原が嫌な思いをしないように，他の子どものいない夜遅くを選んで銭湯に連れて行ってくれていたが，その日は，原告藤原の他にも小さな子どもがいた。

その子は「あの子の足，へんなかたちして，気持ち悪い」と母親に話しかけ，その子の母親は，その子に「悪いことをしたら，あんなんになるから」と応えた。小声ではあったが，その母子の会話は，幼かった原告藤原の耳にはっきりと届いた。「何も悪いことはしていないのに・・」と心の中で叫ぶことが，原告藤原にできる精一杯であった。
　そんなことがあり，小学校にあがる少し前のある日，原告藤原は母に「おかあちゃん，なんで原告藤原の足，みんなと違うの？」と尋ねたことがあった。そのとき，母は「戦争のせいや」と悲しそうな目で，怒ったような声で応えたが，当時の原告藤原には，それがどういうことなのかわからなかった。ただ，そのときの母の様子に，小さいながらも「これ以上聞いたらアカン」という思いをし，原告藤原は，子どものころはそれ以上，深く尋ねることはしなかった。
　（３）小学校に通うために補装具を着用

小学校にあがるときには，原告藤原の左右の足の長さは随分と違ってしまっていた。このままでは小学校に通えないということで，両親が医師に相談すると，医師は，ケロイドで変形した左足に補装具をつけ，右足と同じ長さにすれば立って歩けると進言した。
　すぐに補装具を作ってもらって，着用したが，普通の人のように一人で自由に歩けるわけではなかった。小学校１，２年生のときは，家から学校まで遠かったので，２つ上の姉が原告藤原の手を引いて教室まで連れて行った。　
　　　　小学校３年生のときに，原告藤原の通学のために，一家は別の校区にある小学校の近くに引っ越したが，その小学校では，「うちの学校は障害者を受け入れる設備がない」と入学を断られた。
　原告藤原の母が，近所の子どもたちと同じように学校へ行かせたいという思いで，学校に何度も懇願した結果，遠足のときは，必ず，家族が付き添うという条件付きで，やっと入学が認められた。この条件を守るため，遠足のときは，いつも父が仕事を休んで付き添ったりするなど，したのである。
　（４）短い左足，義足をつけるための切断手術

　原告藤原の左足は，右足のひざくらいの長さしかなく，その上，左足は内側に曲がっている。その左足をすっぽりと補装助具にはめ込むので，補装具は随分と太いものにならざるを得なかった。原告藤原は，１３歳までは，左足につけた補装具を隠すために年中，太めの長ズボンをはいていたのであるが，１３歳といえば，おしゃれをしたくなる年頃ある。補装具を隠すために年中，長ズボンをはいていた原告藤原は，どうしても友人と同じようにスカートをはきたくてたまらなかった。

　　　ただ，そのことを言うと母を悲しませるという思いから，黙っていた原告藤原であったが，ある日，思い切って「どうしてもスカートがはきたい」という自分の気持ちを母に伝えた。　
　　　　母は，２，３日して，原告藤原を厚生年金病院に連れて行ってくれ，その病院で，義足でスカートをはいている女の人を紹介されまた。その女性の義足は，スマートな形で，膝のところが曲がるように作られており，義足のまま颯爽とスカートをはいていた。

原告藤原は，その人のスカート姿を見て，すぐに左足の切断手術を受けることを決断，大腿部から下を切断する手術を受け，義足をつけることになった。補装具と比べると随分と見た目も，使い勝手もいいのですが義足になれるまでの訓練で，何度も何度も転んだ原告藤原であったが，それでも，これでスカートがはけると思うと嬉しくてたまらなかった。
　（５）修学旅行での苦い経験
　　　　原告藤原が中学３年生のとき四国へ修学旅行に行った際のことである。みんなに遅れないように，みんなに迷惑をかけないようにと頑張って歩いていたが，義足をはめているところの皮がめくれて激痛が走り，歩けなくなってしまった。一緒に歩いてくれた友達に「私をここに置いてみんなのところへ行って，迷惑をかけるから。もう私ここまでこれたから死んでもいい」と訴えた。原告藤原も友達も声を出して泣いた。
　　　　「あの空襲のときに死んでいたら，こんな悲しい思いや，いろんなことで悩むこともなかったのに・・・と何度，思ったことでしょう。」，「戦争さえなかったら自分の足で走れたのに・・・階段もスタスタと昇り降りできたのに，すてきな洋服を着て，ペッタンコの靴ではなくハイヒールやサンダルも履けたのに・・・」と原告藤原は言う。
　（６）日常生活で強いられる苦労
　　　　原告藤原の朝は，まず義足をつけるところから始まる。毎日，義足をつけるたびに，自分には左足がないのだと思い知らされる。

　　　　原告藤原の義足は吸着式で足を吸盤で吸い込むようにして装着する仕組みになっている。そのため，少しやせたりすると隙間ができて，うまくつけることができなくなってしまい，隙間から空気の漏れるような音がしたり，肌がすれてすぐに赤くなってしまう。逆に少し太るときつくなり痛くなる。
原告藤原は，義足をはずすと一本足になる。ケンケンで移動することは不可能であり，そのため，例えば，脱衣所から湯船までの距離がある温泉に入ることさえ出来ない。
４　まとめ
　　　このように，原告藤原は，空襲により，自らの左足に大けがを負うという被害を受け，その後の治療や社会生活においても，平和憲法の下で育った者には計り知れない苦労・困難を強いられたのでる。
　　　このような空襲の被害者は，原告藤原だけではない。家族を失った人，障害を負った人，住むところを失った人等，何千，何万の犠牲者がいる。

　　　原告藤原らの受けた被害は，空襲被害者でなければ体験し得ない同時かつ複合的な被害であり，個々の不法行為あるいは犯罪行為の個別的被害の集積とは比較にならない重大な被害である。
第３　原告渡邉美智子（原告番号１８）の被害

　１　空襲前の状況

　原告渡邉は，１９２９（昭和４）年１１月１６日生まれであり，空襲にあった当時は１５歳で，女学校の４年生であった。

当時の原告渡邉の住所は，大阪市東区玉造町で，両親と弟，妹の５人家族であった。

両親は，小さな商店を営んでいたが，戦争が激しくなるまでは，家族全員，楽しく幸せな生活を送っていた。
　しかし，戦争が激しくなると，学校では勉強どころではなくなり，朝９時から夕方５時までずっと作業をする毎日となった。また，時折軍人が学校にやってきて，竹槍訓練をさせられたり，消火訓練をさせられたりしていた。

　原告渡邊の通っていた女学校は，英語教育に力を入れていたが，戦争の激化に伴い，英語の勉強は全くできなくなっていった。

　２　空襲時の恐怖体験
原告渡邉は，１９４５（昭和２０）年６月１日の空襲（２回目の大阪大空襲）に遭い，母（当時３９歳）と弟（当時１４歳）を失った。このとき，父は盲腸で入院中であり，また妹は徳島へ疎開していたため，父と妹は無事だったが，一緒にいた母と弟が命を落とし，原告渡邉は一人取り残されたのだった。

そのおよそ１週間後，原告渡邉は，避難していた知人宅で，６月７日の空襲（３回目の大阪大空襲）にも巻き込まれてしまうのである。

　（１）６月１日の空襲

　　原告渡邉が６月１日の空襲で被災した状況は以下のごとくである。

大阪女学院の４年生だった原告渡邉は，学徒動員として大阪市東淀川区淡路の軍需工場（砲兵工廠）で働いていた。
この日の昼ごろ，警戒警報が空襲警報に変わり，いったん防空壕へ避難したが，焼夷弾が降り注ぐ地響きの音に震えていた。

その後，空襲警報が解除された後，工場へ戻ると，工場の責任者から「大阪市内で空襲があった。大きな被害が出ているようなので，早く帰ってください」と言われたので，電車を乗り継いで自宅へ向かおうとした。

しかし電車は止まっていて，しかたなく歩いて帰ったが，その途中，血を流して倒れている人，爆風で吹き飛んだマンホールの蓋の下敷きになって死んでいる人などを見た。
ところが，自宅近くの駅から出ると，自宅のある西側はすでに，一面の焼け野原で，方々ら黒煙がたちのぼり，ぶすぶすとくすぶっていた。歩いて帰ろうにも，アスファルトの道路が熱くて歩けず，家にたどり着ける状態ではなかった。
ひとまず入院中の父を訪ね，その日は病院に泊まった。しかしその病院には，その後空襲による負傷者が次々に運び込まれてきたため，父はやむなく翌日のうちに退院させられ，森之宮の小学校へ避難することになった。
その次の日ころ，病身の父を知人の山田氏に預けて自宅のあった場所へ行き，母と弟を探したが，自宅は跡形もなく焼け落ちていた。そして，自宅の中にあった防空壕で，真っ黒になった母と弟の焼死体と対面することになった。
母と弟は，家の中の防空壕の中で，真っ黒焦げの状態で焼け死んでいた。

当時，原告渡邉の家にも防空壕を作っていたが，防空壕と言っても，部屋の中の床板を外して小さな穴を掘り，再び床板を載せる，といった非常に簡素なもので，実際には何の役にも立たなかったのである。

　　弟の遺体は，当初，それが弟かどうか分からない状態だったが，衣服につけていた白布に記載された名前・住所・血液型を見て，初めて弟であることが分かった。

原告渡邉はこのとき，呆然と立ち尽くしながら，「なんでこんな死に方せんならんかったのやろ。逃げれんかったんかな」と思った。そして，その場に思わずしゃがみ込み，涙が止まらなかった。

その場で原告渡邉は，素手で母と弟の遺体を焼いた。帰宅してから，その手が荒れていることに気がついた。

原告渡邉は，母と渡欧との遺体を見つけたときのショックや，遺体を焼いたときの匂いは今でも忘れられないという。

空襲にあったときの母と弟は，「水がほしい・・・」と言い続け，苦しみながら息を引き取ったと，あとで聞いた。

弟は当時，ガス会社へ動員されていたが，このときはたまたま休みで家にいたところを空襲にあったのである。

　（２）６月７日の空襲

　原告渡邉が，続けて６月７日の空襲で被災した状況は以下のごとくである。

６月１日の空襲で母と妹を失い，悲しみの対面を果たした後，原告渡邉は，森之宮に住んでいた山田氏の好意で，山田氏の家に数日間ほど居候させてもらっていた。

ところが，その山田氏の家も，６月７日の空襲で焼失してしまったのである。

この日，再びやってきたＢ２９の大群は，多数の焼夷弾を大阪の空にばらまいた。そして，多数の焼夷弾が，次々と山田氏の家の窓　を突き破り，家の中まで入ってきたのである。焼夷弾は，原告渡邉が座っていたいすの上にも落ちてきて，まもなく家中が炎を上げて燃え始めた。

原告渡邉と父は，焼夷弾が雨のように降り注ぐ中，山田氏一家６人と一緒に，山田氏の親戚を頼って，近鉄大阪線の弥刀駅まで，皆でリアカーを引いて避難した。
　このように，原告渡邉は，６月１日の空襲で母と弟を失い，しかも悲惨な焼死体と対面したわずか数日後，再び大空襲にあい，降り注ぐ焼夷弾の中をかいくぐって逃げる，という体験をしたのである。

３　戦後の苦労　

戦後３年間くらいの間，まだ父の盲腸の状態がよくなかったので，父の実家から援助を受けて，辛うじて糊口をしのぐ生活をしばらく続けた。しかし，父の実家の援助だけではやはりの生活は苦しく，買出しに行かないと暮らせない状態であった。

　終戦から２年くらい経ったころになってようやく，父が再び包帯材料などの販売を再開したが，経済的な余裕はなかった。

　　原告渡邉自身は，戦時中は学校で全く英語の勉強ができなかったため，卒業後に英文タイプライターの養成課程に通うなどしたが，実際に英文タイプライターとして仕事をしていくには十分ではなく，それ以上勉強を続ける余裕もなかったことから，英文タイプライターの道を断念し，雑誌の仕事についた。
４　現在まで続く被害

原告渡邉にとっては，戦後６０年以上が経過した現在においても，２度の空襲の体験は決して過ぎ去った過去の体験ではない。だからこそ，このままでは悔しくて死ねないという強い思いから，本件訴訟に原告として参加する決意をしたのである。

　　　このような原告渡邉の訴えは，空襲による被害の実態が，単なる時間の経過で消失しうるような生やさしいものではないことをよく表している。

第４　原告永井佳子（原告番号１９）の被害　
１　空襲前の状況

（１）家族のことなど
　　　原告は，１９３２（昭和７）年１月１１日に生まれた。
　　戦前，原告は，会社員の父親，女学校の家庭科の先生をしていた母親，二人の兄（大正１３年生，昭和２年生），と原告という家族で暮らしていた。
　　　ただ，１９３８（昭和１３）年，父親が召集され中国に行き，その後，原告が，小学校５年生の頃まで帰ってこなかったが，帰国後に復職した。母は，１９４０（昭和１５）年頃，仕事を辞め，それ以後は専業主婦として自宅にいた。
　　　１９４４年（昭和１９）年，原告は，現高津中学校の前身である清水谷高等女学校に進級し，大阪市此花区の家から，学校までは電車通学をしていた。
（２）進む軍国主義
　　　原告も，同世代の人たちと同じように徹底した軍国主義を経験している。
　　　小学校５年か６年の時，「英霊」が帰還するということで，小学校の前の広い道路に並ばされて，「英霊が来たら頭を下げるよう」と言われた。当時は，意味がよく分からなかったが，このように「天皇のために戦争で死んだ人は偉いんだ」ということをたたき込まれてきた。
　　　また，天皇の写真などが新聞に出たら必ず切り取って別に保存し，決して包み紙にしたりしないよう言われていた。
　　　１９４１（昭和１６）年１２月の開戦の際には，学校で，「大戦の勅書」を覚えるように言われた。その当時は，原告も「日本は神国だから戦争には必ず勝つ」という先生の言葉を信じており，近所の人が出征する時には小旗を振って見送った。
　　１９４２（昭和１７年）頃，運動靴が配給制になった。

　　　１９４４（昭和１９）年，原告の上の兄が学徒動員された。原告は，戦争に行けば兄は死んでしまうかもしれないと思い，心の中では行かないでほしかったのである。しかし，そのような様子を近所手前で見せれば「非国民」と非難されることから，そのような感情を出すことはできなかった。
　　しかし，兄を送った後，登校し，先生に，「兄の出征を見送ったので遅れた。」と報告した際，気がゆるんで，思わず泣いてしまったところ，先生に「めでたい出征に何で泣くのか」と叱られたのである。
（３）空襲に備えた訓練や教育について
　　１９４３（昭和１８）年頃，防火訓練が町内会で行われた。
　　　夜に少しでも明かりが家から漏れていると「灯が漏れているぞ」と外から大声で注意されるようになった。
　　　また，１９４４（昭和１９）年４月前後頃，原告家族も自宅に防空壕を作ることになった。これは，畳１畳くらいの面積で，深さ１メートルの穴を掘って，ぐるりに支柱を立てて，板を張った上に土をかぶせるのである。このように各戸で作った防空壕については，隣組の組長がチェックした。
　防空壕には，米・衣服などの日常生活品を緊急物資として入れておき，警戒警報の次の空襲警報が発令されたらそこに入ることになっていたのである。
　　　原告を含む多くの国民は，当時，爆弾を落とされるとは思っていたが，人の住んでいるところには落とさないと考えていた。

　　　空襲の本当の恐ろしさいついては，自分が経験するまでは全く分からなかったのである。
　　　原告は，１９４４（昭和１９）年４月，女学校に入学したが，学校でも，空襲に向けた様々な訓練をさせられた。
　　例えば，縄をはたき状態にして水につけて焼夷弾をはたくよう，訓練を受けた。なお，後に現実に焼夷弾攻撃を受けた時には，このような訓練がいかに荒唐無稽で無力なものかを思い知ったのである。
　　さらに，学生は，古代からの歴代の天皇の名前を記憶させられた。

　　　原告が入学した当時は，３年生・４年生は学徒動員で工場に送られており，学校には１年生と２年生しかいなかった。
　この頃，高等女学校では，授業で「本土決戦になったら女子供でも闘わなければならない」と教えられ，防火訓練や薙刀の練習を真剣にやらされていた。
（４）いよいよ本土空襲が始まる
　　１９４４（昭和１９）年頃になると，東京が空襲を受けたというニュースが新聞で報道されていた。しかし，いずれも「被害僅少」とか，「反撃に転ず」とかの内容ばかりで，死者が出たことすら報道されず，まして，子供のである原告らには，自分が爆撃を受けるなど想像すらできなかった。

　　ところが，１９４５（昭和２０）年３月，突如大阪市内南西の辺りが空襲を受けた。しかし，この被害についても，軍部が情報をコントロールしていたので，なんら状況は知らされていなかったのである。
　　　この空襲があってから，すぐに，通っていた女学校の校庭に防空壕が２０程作られた。その防空壕は，縦５ｍ横２ｍ深さ１.３ｍ程のもので，縦面と横面に２センチの板を張り巡らせ，北西と南東に人ひとりがようやく入れる粗末な出入口が有り，頭上は縦横と同じ板を張って，上に５０センチ程土を盛ってあるというもので，外から見れば，細長い小さな小山状のものがずらっと並んでいるようなものであった。
　　　原告ら学生は，空襲警報が発令されたらそこに入るよう指示されていた。

　　また，当時から，米軍は空襲を予告するビラなどを事前に空から散布していたが，原告ら国民は，空から何かが降ってきたら，読むことなく，警察や先生に届けるように言われていたし，「鬼畜米英」が流す情報は「デマ」だと教え込まれていた。　
２　空襲時の恐怖体験　

～空襲に遭い酷い火傷により瀕死の重傷を負う～
　　原告が被害を受けることになる第２回目の大阪空襲があったのは，１９４５（昭和２０）年６月１日午前９時前のことであった。

　　警戒警報が鳴ったと思うと，すぐに空襲警報になった。原告は，荷物を教室に置き，常に携帯していた防空頭巾を覆り，校庭にある例の防空壕に入った。

　原告は，腕時計が８時５０分位で止まったと思った。その瞬間のことである。
　　最初，雨にしては土砂降り過ぎるような音がしたとたん，突然ガガガと地揺れがし，屋根を突き破って，目の前くらいに燃えたたいまつ状の赤い物が落ちてきたのである。
　そして，すぐに炸裂・炎上し，煙が襲ってきて壕の中は真っ赤になった。
　原告は，その瞬間，「ここにいたら死ぬ，出ないといけない」と本能的に思い浮かび，近いほうの出口を見たが，すでにふさがっていたので，もう一方の出口に向かった。
　しかし，壕に入っていた２０人もが一度に出ることはできず，順々に一人ずつはい出ていき，原告もやっと這い出す事は出来た。なお，炎上した出入り口に近かった三人の友人は炎に包まれて一人は身元不明のような黒こげ，一人は窒息，もう一人はショック死と，この防空壕の中で三人の死者を出した。
　防空壕から出た時は，校庭のあちこちで焔が上がり，校舎も燃え上がっていた。結局，講堂と１教室が燃え，その中で４０歳くらいの女性の養護教員が一人亡くなった。
　　その時は，原告自身，痛さも何も感じず，自分がどこに怪我をしたか分からなかった。誰からも避難の指示も何もなかったので，みんなが行く西方向に歩いていった。
　原告も焔に包まれて，意識朦朧と人波に流されるまま歩いていると，末吉橋辺りで警防団員らしき人に医師に連れて行ってもらいた。
　　そこで，防空壕から逃げる際，後ろから来た焼夷弾の焔で，背中や足を中心に酷い火傷を負ったことが分ったのである。
　顔にはガーゼ，体中包帯のグルグル巻きで体を動かそうにも動かせず，また話そうにも喉が火と煙にやられて声も出せない状況であった。なお，原告は，後に，母より「これだけの大火傷をしていたら余程の体力が無い限り生命は保証できない，今夜が山場である。」と医師に言われたそうである。
　また，ガーゼや包帯で前身を覆われている我が子の姿を見て，女の子なのに顔や体に火傷の後が残ったら結婚も出来ないし，いっそこのまま死んだ方がこの子にとっては良いのではないかと思ったそうである。
　原告は，ひどいケロイドは残ったものの，粗食ながらもなんとか食べていたことに加え，手の指と指がくっつかない様にと母親が指と指を別々に包帯に巻くというように注意してくれたお陰で，後遺症は残らず順調に回復していった。
３　空襲により自宅も失う
　　この空襲で，原告の自宅も燃えてしまった。

　このような状況のなか，戦局は悪くなる一方で，原告の入院していた上町の済生会病院が二度に亘って空爆を受け，原告もこの病院を出ざるを得なくなった。原告が未だ歩く事も出来ない状態を見るに見かねて，母の知人の軍医が自宅に預ってくれた。そこで漸くかろうじて歩けるようになり，しばらくして，家族共々，東大阪市（鴻池）の伯母の家に居候した。
　　しかし，そこでも，恐ろしい経験をすることになったのである。
　　その日，空爆警報が出たと思ったところ，艦載機による機銃掃射があった。
　　原告と母は，迫ってくる飛行機を見ながら，その村の防空壕に入れてもらおうと思い，走って行ったところ「他所者は入らんといて！」と言われたのである。
　原告は，防空壕にも入れてもらえず，その防空壕の外で飛行機の機銃掃射で撃たれて死ぬことも恐ろしかったが，それと同時に，人の心の冷たさも味わうという二重の恐怖に直面した。
　その後，原告家族は，８月に入ってから，父親が会社ごと疎開していた能勢の山奥に避難したところ，そこで終戦を迎えた。
４　戦後も続く火傷への冷たい視線や食料難
　　終戦によって爆撃で死ぬという恐怖は無くなったが，原告にとって，今度は空襲によって受けた火傷のケロイドに対する差別の攻撃が始まった。
　原告は，終戦後しばらく，家が焼けてしまったので，借家住まいだったが，内風呂が無く銭湯に行かなければならなかった。そこで，「あの子，皮膚病やから近くに寄ったらあかんで」「お風呂屋さんあんな病気の子，早い時間帯に入れんといて，しまい湯に入る様にしてや」などという心ない言葉に深く傷つけられたのである。
　また，電車に乗っていると，原告の手の甲にあるケロイドを見た人が席を立って行ってしまったこともある。
　　結婚し子供が出来るまで，夏の暑い日にもずっと長袖の服しか着たことがなかった。
　　このような差別を受け続けた当時の原告は，空襲の時に原告を助けてくれなかった教師たちを恨んでひねくれてしまい，誰も信じることもできず，周囲にも反抗を重ねた。
　　また，終戦直後の食糧難も凄まじいものであった。
　　配給制だったが，政府の配給した量ではとても生きてゆけるものではなく，ヤミ物資を調達する必要があった。ただ，そのためには現金で買うより方法がなかったが，すさまじいインフレが起き，預金は封鎖され，貨幣切り替えがあり，それまでの預金は無いに等しいものであった。
　　このような先行き不安の社会情勢の中，真面目なサラリーマンだった原告の父は，誘われるまま事業（化粧品の会社）に退職金等を出資したものの失敗し，多額の借金を抱えた。原告の初任給が４６３３円だった時に２００万円の負債を負ってしまったのである。
　そして，心労から胃潰瘍になり，医者にかかる費用もないまま，現在なら殆んど助かる病気である腹膜炎を併発し，５５歳で他界した。

　そして，父が残した，この借金が家族に重くのしかかり，原告は高校三年の卒業旅行にも行けず，目標としていた大学も諦め，昼間は阪大医学部の事務職として働き，夜は内職という生活が，結婚する１９５３（昭和２８）年頃まで続いた。
第５　原告田中正枝（原告番号２０）の被害
１　空襲前の状況
　　　原告田中は，昭和１４年４月１２日，当時の大阪市東区で生まれた。空襲当時の原告田中の家族は，祖父澤登源之助（当時６４歳），祖母澤登ヒロ（当時６４歳）父澤登源一（当時４０歳），母澤登静（当時３５歳），私正枝（当時５歳）の５人であり，東区の家に住んでいた。
原告田中の祖父源之助は，自宅に店舗を構えて絹糸染の染物屋を営んでいた。同人は，昔，兵として日露戦争に従軍していたこともあって，在郷軍人会の理事や，地域の隣組の役員をやっていたので，地域の人達の信頼が厚かった。
原告田中の父源一は，源之助と一緒に染物屋を営んでいた，源一は，もともと病弱だったので軍隊に召集されることはなく，一度，呉海軍工廠へ徴用されたことがあったが，しかしそこでも体を壊して６カ月で徴用解除になり，家に戻って再び染物屋を営むようになった。
原告田中の母静は，近所の住人と一緒に，国防婦人会という組織に所属していた。当時の静は，時折，「国防婦人会」と書かれた白い襷を掛けて外出し，大きなハタキのようなものを用いて焼夷弾の防火訓練をしていた。
原告田中は，空襲当時はまだ学校には通っておらず，近所の友達と一緒に遊んでいたが，近所に作られていた壕で戦争ごっこをよくしていたことを記憶している。
原告田中の家は，染物屋の店舗と自宅が一緒になっていたが，自宅の表の間の床の下のところに，家族全員が入れるか入れないかというくらいの大きさの防空壕が掘られてあった。しかし，源之助がこのような壕では熱で焼け死んでしまうと考え，避難警報が鳴ると近くの大きなビルの地下室に避難するようにしていた。家の壕には，お米を保管していたり，陶器を入れていたりしていた。
２　空襲時の恐怖体験
　原告田中一家は，３月１３日の大空襲により被災した。
　　　同日は，原告田中が眠りにつこうとすると警戒警報が鳴り，源一と祖母ヒロと一緒に家の近くの大きなビルの地下室に避難した。静は，国防婦人会の人達と消火活動をするために出て行き，一緒に避難しなかった。源之助も，警防団の関係で避難誘導をするためか，原告田中らとは一緒に避難しなかった。
原告田中らは，ビルの地下室で避難するも，しばらくすると警戒警報が解除になるため家に帰ったが，再び警戒警報が鳴って避難するということを繰り返していた。そして，そのようなことが何回か続き，警戒警報が鳴って地下室に避難したとき，いよいよ空襲警報に変わって空襲が始まった。
　　　原告田中らが避難した地下室は避難してきた人が一杯になっていた。外は徐々に空襲が激しくなっていき，空襲が激しくなるにつれて，天井の空気抜きの穴から少しずつ煙が充満してきて，ついに数十センチ先の視界も遮られるような状況になっていった。地下室の中は煙で息も苦しいような状況であり，さらに，その穴からバラバラと火の粉が入ってくるような状況であった。原告田中は，いつ焼夷弾が落ちてこないか不安で溜まらなかったことを記憶している。
　地下室の中の誰かが，息苦しくなってきたのを我慢できず，「出よう！このままでは窒息死してしまう！」と叫び，多くの人が一気に出口に殺到した。しかし，その時，出口付近で「ズシン！」ととてつもない地響きがしたので，みんなあわてて戻ったりするなど，地下室の中は空襲でほとんどパニック状態になっていた。
そのようなことがしばらく続いた後，地下室はいよいよ煙が濃くなった。原告田中はついに息が苦しくなってきたので，源一とヒロとともに地上に出た。
　　　地上に出ると，周りは一面火の海で，空襲が起きる前からは想像すらできない地獄絵図であった。空襲の炎の熱が凄まじく，原告田中氏が防火用水に浸した毛布を被って蹲っていたが，すぐに防火用水が乾いてしまうくらいであった。そのような中，原告田中は源一とヒロの３人で，じっと耐える他ない状況であった。
原告田中らは，夜明けころになるまで空襲に耐え続け，空襲が治まった後は，家族を探しに近くの小学校に行った。原告田中らは，しばらくすると，源一郎と静に会うことができた。その後，原告ら家族は，南田辺に住む叔父の家に行き，助けを求めた。
３　空襲により家を失ったこと
　空襲から２，３日後，源一と静が，家がどうなっているのかを念のために確認しに行ったところ，家は空襲で跡形もなく焼失してあった。家の防空壕の中に保存していた米は焼け焦げた状態で，陶器類は全て割れたり溶けたりしていたのである。
原告ら家族は，空襲により，生活の基盤である家を完全に失い，大阪を出て生活することを余儀なくされたのである。
４　戦後の苦しみ
原告田中の家族は，南田辺に住む叔父の家を出て，源一郎の出身地である賀県の近江八幡へ，源一郎の兄を頼って行った。源一郎の兄は，原告田中の家族のために近くに家を借りてくれた。
　　　ただ，原告田中の家族は，近江八幡での生活は大変厳しいものであった。源一郎は当時６５歳の高齢で，新しい仕事に就くことはできず，源一ももともと体が弱かったせいで，なかなか仕事が見つからず，収入がほとんどない状況であった。そして，原告田中の家族は近江八幡に来てしばらくした後，生活保護を受給せざるを得ない状況になった。原告田中の家族は，生活保護を受給してろくに食べるものもない状況が続いたのである。
さらに，原告田中の家族は，地域のつながりがなくなって一気に元気がなくなった。特に，源一郎は，地元大阪では町の人から尊敬されていたこともあり，毎日のように，空襲の被災を「悔しい，悔しい」と言っていた。
静も，近江八幡の生活が苦しかったこと，大阪での生活が充実していたことから，とにかく大阪に帰りたいと言っていた。
源一は，大阪にいた頃は商売が順調だったが，近江八幡に来てからは仕事がほとんどなかった。一度，紡績工場の電動部で仕事をしたが，感電して危険な目に遭ったこともあった。その後，源一は乾物の行商等をしたり，映画館で仕事をしたり，今までと勝手の違う仕事で非常につらい思いをしていた。
そのような生活状況の中，昭和３２年の秋，ヒロが亡くなった。そして，ヒロの後を追うようにして，源一が亡くなった。源一郎は，空襲の被災を「悔しい」と言い続けて亡くなったのである。
空襲が大きな影響を与え，原告田中の家族の基盤である家を奪い，原告田中はもちろんその家族の財産，人間関係，その全てを奪い去ってしまうことになったのである。そして，原告田中の家族は，近江八幡で苦しい生活を余儀なくされ，失意のうちに亡くなっていったのである。その苦しみは，原告田中の心にも深く刻み込まれており，まさに今なお消えることのない原告田中の損害なのである。
このような原告田中の損害は，まさに空襲がもたらした多大なる損害なのである。
第６　原告奴井利一郎（原告番号２１）の被害
１　空襲前の状況
原告奴井利一郎は，１９４２（昭和１７）年３月１３日，大阪府堺市で生まれた。空襲当時の家族は，両親，姉３人（長女峯子，次女光子，三女孝子），叔父，叔母の８人であり，堺市で暮らしていた。
当時は，戦争中で食料が乏しく空腹で苦しんでいたが，原告奴井は，大好きな母や姉に甘えたり，近所の同世代の子どもたちと一緒に遊ぶなど，普通の楽しい生活を送っていた。
しかし，原告奴井が３歳のとき，１９４５（昭和２０）年７月１０日の堺市の空襲により，母と２人の姉を亡くしてしまい，また原告奴井自身や家族も火傷を負うなど，普通の楽しい生活は打ち砕かれた。
２　空襲時の恐怖体験
（１）昭和２０年７月１０日の空襲
１９４５（昭和２０）年７月１０日の未明，原告奴井は，いつものように自宅で寝ていたところ，空襲警報が鳴り出したため，「おい，防空壕に逃げろ」と言われ，叔父に背負われて，自宅から５０メートルほど離れた自宅の南東側にあった防空壕へと逃げ込んだ。しかし，防空壕といっても，半径３メートルほどと非常に狭いものであり，また５０センチほどの深さしかない非常に浅いものであり，そこに板を張って，土をかぶせてあるだけで，空襲から身を守るのに十分なものではなかったが，原告奴井は，母の横で，黙って，恐怖に怯えながら座っていた。
焼夷弾がピューという音を立てて落ちてくる音は，防空壕の中でも聞こえており，その音の大きさから，近くに焼夷弾が落ちたことは原告奴井も分かった。また，焼夷弾の音のみならず，防空壕の外から，「キャー」「ワァー」という悲鳴や，「娘の手が飛んでいってしまった」という近所の人の叫び声も聞こえてきた。そのため，原告奴井は，自分が入っている防空壕にも焼夷弾が落ちてくるのではないかと思い顔をこわばらせていたところ，今までに聞いたピューという音よりもはるかに大きな音を立てて，原告奴井が避難していた防空壕の上に焼夷弾が落下してきた。すると，防空壕の入り口が燃え上がり，防空壕の中に煙も充満してきたため，原告奴井の横にいた母は，原告奴井を抱え上げ，強く燃え上がる防空壕の入口から出て，防空壕から少し離れた東側のお寺の方へ逃げ込んだ。防空壕の外は，まるで火の海のような光景であり，これまであった建物が焼け焦げてなくなっていたことや，多くの人が叫びながら逃げる姿に，原告奴井は，驚きとショックを隠すことができなかった。
（２）空襲による原告奴井，及び家族の負傷
原告奴井は，母に抱えられて防空壕から逃げ出すときに，その入口で強く燃える炎により，左腕，左脇腹，左足など，体の左半身に大火傷を負った。また，焼夷弾が落ちてきたときに，焼夷弾の破片が背中の中心部分に当ったため，背中にも傷を負った。背中の傷口は，血で黒く固まり，まるで親指で強く押したかのようにへこんでおり，この火傷の跡や背中の傷は今もまだ残っている。
原告奴井の母は，原告奴井を抱いて防空壕から逃げ出すときに，体のほぼ全身に大火傷を負い，それが致命傷となり，日赤病院で７月１６日に亡くなった。原告奴井は，母の顔が真っ赤になって皮が焼け焦げていて，着ている衣類も焼け焦げてボロボロだったことを忘れることができず，また，看護婦が，病院で，大火傷している母の頬をピンセットで持って行くという光景が今でも目に焼き付いている。原告奴井が母と最後に話をしたのは，防空壕の中に入るときで，最後に母の顔を見たのは，母が日赤病院に運ばれたその日であり，母がベッドで寝ているときであり，母は原告奴井の知らない間に亡くなっていった。原告奴井としては，母が亡くなる前にもっと話をしたかったし，母の愛情がもっと欲しかったという思いが強く，今でも無念でならない。
長女峯子は，脇腹あたりに火傷を負い，空襲から約１ヶ月後の８月１６日に，日赤病院で亡くなった。峯子が病院に運ばれたとき，医師からは入院していれば大丈夫だと言われていたにもかかわらず，症状が日に日に悪化し手遅れになってしまい，まだ１８歳という若さで亡くなってしまった。
次女光子は，左腕の内側に大火傷を負ったが，母や他の２人の姉妹よりも軽傷であったため，命までは奪われなかった。それでも，光子の左腕には火傷の跡が今でも残っており，若いころには，火傷の跡を気にして，火傷の跡がわからないような洋服を選んで着ていた。
三女孝子は，防空壕から逃げ出すときに，防空壕の入り口で燃え上がる炎により，体半分に大火傷を負った。髪の毛もほとんどなくなっており，近所の人も，孝子だとは分からないほどの大火傷を負い，まだ８歳という若さで亡くなってしまった。原告奴井も，孝子の髪の毛が燃えてなくなっていた姿や，体中が燃えていたことは，その姿の残酷さゆえに，今でも印象に残っている。
父は，左足に大火傷を負った。命を奪われることはなかったが，火傷した左足を引きずり，また，家族３人を亡くしたことに大変ショックを受け，仕事も以前のようにすることができず，戦争が終わってからも長い間治療に励んでいた。
３　戦後の苦労
　原告奴井は，住居は幸い燃えずに残ったため，これまで住んでいた家に住んでいたが，敗戦直後ということもあり，食べ物がほとんどなく，いつも空腹で苦しい思いをした。
　また，原告奴井は，大好きな母親や姉を空襲で失い，とても寂しい思いを強いられた。原告奴井は空襲時まだ３歳と幼く，非常に甘えん坊で，いつも母にくっついていたため，母がいない生活は耐えることができなかった。そのため，近所の子どもたちが，母親と一緒にいる姿を見ると，とてもうらやましく思った。
　原告奴井本人も，空襲で左半身に大火傷を負ったため，小学校の身体検査の時に，同級生から，「押すと皮が動く」などと言って，火傷の跡を押されるなど，その火傷の跡を理由にいじめられたこともあった。
４　まとめ
原告奴井は，空襲により，母，２人の姉という大好きな家族を失うとともに，自らも大火傷を負ったのである。このような，原告奴井の損害は，家族を失い自らも重傷を負ったという極めて甚大な精神的被害であるが，母や姉からの愛情に溢れた，いわゆる普通の楽しい生活が一瞬にして奪われ，その後の人生において常に寂しさと苦しさを強いられたことからすれば，かかる精神的苦痛は，時が経つにつれて和らぐものではなく，より一層苦痛を倍加させるものである。
そのため，このような損害については，まさに戦後補償立法により，その精神的苦痛を少しでも慰謝されるべき性質を有するものである。
第７　原告萩原敏雄（原告番号２２）の被害
１　空襲前の状況
原告萩原は，１９３３（昭和８）年５月１８日に鹿児島県で生まれ，１９４３（昭和１８）年ころに宮崎県都城市に引っ越した。原告萩原の襲撃当時の家族は，原告萩原と，義父，母，兄弟３人，義兄弟３人の９人であった。
原告萩原は，当時１２歳で，小学６年生だった。襲撃を受けるまでは，家の手伝いをしながら，小学校にも通っていた。家の手伝いはしんどかったものの，当時は，家族で楽しく話をしたり，兄弟や近所の友達と楽しく遊んだことなど，ささやかながら，たくさんの楽しい思い出があった。
しかし，１９４５（昭和２０）年８月６日，宮崎県都城市における米軍の機銃掃射からの襲撃という惨劇によって原告萩原は左足を失い，このような楽しい思い出は打ち砕かれた。
２　空襲時の恐怖体験
（１）機銃掃射による襲撃
１９４５（昭和２０）年８月６日の昼１２時ころ，いつものように鳴り響いていた警戒警報が，空襲警報に変わったため，原告萩原は，弟の輝雄と一緒に，急いで押し入れの中に逃げ込んだ。もっと　　も，原告萩原は，空襲警報の際に，どのように身を守るかなど教わったことはなく，とにかく逃げなければならないと思い，とっさの判断で押し入れに逃げ込んだ。
すると，米軍のグラマンが，ウォーという大きな音を立てて低空飛行で飛んできたため，原告萩原は，とても怖く，見つからないようにと思いながら隠れていたところ，その米軍機の銃弾が飛んできて，押し入れの中で隠れていた原告萩原の左足の下腿部を貫通した。銃弾が私の左足を貫通したものの，特に痛いだとか痒いという感覚はなく，左足もあったため，最初は銃弾が左足を貫通したことがすぐに分からなかったが，左足から血が大量に流れ出ていたことや，弾が左足付近に落ちていたことから，米軍機の銃弾が左足の下腿部を貫通したのだと分かった。
（２）左足の切断
原告萩原は，家族に病院に連れて行ってもらったが，このときもまだ足が痛いという感覚はまったくなかったが，医師は，左足の下腿部の負傷状況を診て，特に何か話しかけたり，聞いたりすることなく，左足を切断した。
原告萩原は，左足を切断されたその日のうちに自宅に帰ったが，その日の夜，寝ようとしていたときに，切断された左足が急に痛み出し，「痛い痛い。」と大声をあげて，泣き叫んでいた。しかし，家族は誰もかまうことはなく，大声で泣き叫ぶ原告萩原に対して，「うるさい。」と叱り，原告萩原は，とても悲しく悔しい思いをした。
３　戦後の苦労
（１）左足を切断されてからの生活
　切断された左足は，日が経つに連れて，その痛みは増すばかりであり，原告萩原は立ち上がることすらできず，これだけ痛い思いをしなければならないのならば，米軍からの襲撃で死んでしまった方が良かったと思ったことさえあった。
それでも，原告萩原は，寝たきりのままだと，家の仕事も手伝えず，家族に迷惑がかかると思い，左足を切断されてから約1ヶ月後には，両手で柱を強く握って，歯を食いしばり何とか立ち上がった。そして，原告萩原は，何とか立ち上がることができるようになったため，一本杖を使って，都城の中心街まで，約３キロの距離を歩いて傘張りの仕事に通うとともに，家の手伝いも始めた。しかし，左足を失った原告萩原にとっては，家の手伝いは大変で，特に，風呂の水入れや水溜めといった手伝いは，左足がなく片足でケンケンをしながら，水をくみ上げて，水が入った重たいバケツを運ばなければならないため，大変苦痛であった。
また，原告萩原は，一本杖をつきながら，片足で荷物を運ぶことが大変だったため，少しでも便利に荷物を運べるようにと思い，自転車に乗る練習をしたが，片足で自転車に乗るというのは，ペダルをうまくこぐことができず，とても大変で，何度もこけて体中に擦り傷ができて痛い思いをするとともに，自転車を壊してしまい，親からひどく怒られたこともあった。
（２）左足を失ったことによる差別や偏見
原告萩原は，左足を失ったにもかかわらず，すぐに義足はもらえず，そのため，左足がないことは誰の目にも明らかであり，いろいろな人から差別を受け，ひどい言葉を浴びせられた。
例えば，友人や小さな子どもから，「片足がない。」「チンバ。」と馬鹿にされ，幼なじみの女性に結婚の申し込みをしても，「チンバが何を言ってるか。」と断られ，また，職場でも，師匠から名前で呼んでもらえず，「チンバ」などと呼ばれたこともあった。原告萩原には，「敏雄」という名前があるにもかかわらず，その名前を呼んでもらえずに馬鹿にされた悔しさは今も残っている。そのため，２０歳のときに義足をもらえたときは本当に嬉しく，すぐに義足をつけて，そこらを走り回って喜んだ。
（３）大阪での生活
原告萩原が２０歳ころのとき，知人がたまたま大阪から宮崎に帰っていたため仕事の相談をしてみたところ，大阪に連れて行ってくれると言われ，幼なじみの女性に「チンバが何を言ってるか。」とひどいことを言われ，もうこの街にはいることができず，義足ももらって動き回ることもできると思い，大阪に出ることを決意した。
大阪に出てきてからは，紳士服の仕立て，ネジの製造会社での勤務など，さまざまな仕事を経験した。原告萩原は，現在，東大阪市の自宅で，妻，娘，孫娘夫婦と５人で暮らしており，月６万円の障害年金と娘からの援助で家計をやり繰りしているが，経済的に非常に困窮している。
４　まとめ
　　原告萩原は，襲撃により左足を失うという極めて甚大な被害を受けたが，その後の片足での生活，左足を失ったことによる差別や偏見をも考えると，肉体への被害にとどまらず，精神的にも甚大な被害を受けたのである。
　　このような，原告萩原の受けた悲しみ，苦しみ，悔しさは，計り知ることができないほど大きなものであり，このような損害については，まさに戦後補償立法により，その精神的苦痛を少しでも慰謝されるべき性質を有するものである。
第８　原告森岡惇（原告番号２３）の被害
　１　空襲前の状況
原告森岡は，１９３２（昭和７）年５月の生まれである。空襲で被災するまで，両親の愛情の下，良好な家庭環境で生きてきた。しかし，１９４１（昭和１６）年，太平洋戦争が始まり，父のところには，その前年の１９４０（昭和１５）年９月ころに赤紙が来て，翌１０月ころ，南方のラバウル方面に出征していった。
　　　空襲のあった１９４５（昭和２０）年８月６日当時は，父母と兄弟４人で西宮に住んでいた。原告森岡たちの家族は，父が警官だったため，その官舎に住んでいた。兄弟は，長男，次男（原告森岡），三男（小学３年生，集団疎開していた），長女であった。当時，母と長女は田舎へ疎開していた。
　　　　原告森岡自身は，当時１３歳で，高等小学校の１年生であった。もっとも，尋常小学校の４年生くらいのころから，学校で勉強した記憶はまったくない。工場作業に従事したり，運動場を耕してトマトやジャガイモなどの農作物を植えたり，肥だめから肥料を運んだり，という毎日であった。
　２　空襲時の恐怖体験
（１）始まった空襲
１９４５（昭和２０）年８月５日深夜から６日にかけて，原告森岡たち家族の住んでいた兵庫県西宮市も猛爆撃にあった。
　　　　７月になると，毎晩のように空襲警報が鳴るようになった。それまでは，普通はまず警戒警報が鳴ってから，空襲警報が鳴っていたが，８月５日の夜は，１１時４０分ころ，警戒警報が鳴ることなく，いきなり空襲警報が鳴りはじめた。
　　　まず，照明弾で周囲が昼間のように照らし出された後，焼夷弾が降り注いできた。米軍のやり方は，この焼夷弾で周囲を焼き尽くし，住民を防空壕から追い出し，人々が逃げ惑っているところへさらに爆弾を落とし，住民を皆殺しにする，というやり方であった。
　米軍の空襲が，このように最初から住民の虐殺を狙ったものであったことは，甲Ｃ１号証からも裏付けられている。
（２）降り注ぐ焼夷弾による被害
官舎に住んでいる人には，比較的大きな防空壕が公園に作られていので，そこに逃げ込んだが，実際に焼夷弾が無数に降ってくると，３人がその場で即死した。また，肺に穴の開いた女性がヒーヒーいいながら，約１分後に亡くなった。
　　　原告森岡のところには爆弾の破片が飛んできて，左足の大腿部に突き刺さり，左大腿を貫通し，さらに足の肉の一部を引きちぎって飛び出していった。その瞬間激痛が走り，その後数時間もの間，電気が走っているようなビリビリッとした感覚が左足全体を流れ続けた。
このとき，足の中を通っている太い神経が切断されてしまい，そのため左足は自力では全く動かせなくなり，だらんとぶら下がったような状態になった。
　　　焼夷弾と爆弾の嵐を受けて，こんな防空壕ではとても防ぎきれないことが分かり，一緒に防空壕に避難していた多くの人たちが，防空壕を出て外へ逃げ出した。
　　　　原告森岡も防空壕を出て，みんなと一緒に逃げようとしたが，左足が動かせないため動けずにいると，警官が原告森岡を見つけてくれ，自転車に乗せてくれた。
　　　　途中，河原にはおびただしい数の死体が転がっていた。明け方の５時ころ病院に着いたが，病院の廊下にも，死体が並べられていた。
（３）左足の負傷とその治療

原告森岡のけがは，左大腿部貫通銃創ということであったが，病院での治療は，毎朝赤チンを塗り，消毒薬を塗ったガーゼを左足の穴に通し，包帯を取り替えるだけであった。
　　　　原告森岡の場合，左足に貫通した穴が開いていたので，そこに消毒薬を塗るため，ガーゼに消毒薬をつけ，そのガーゼを細い鉄の棒に巻き付けたものを，左足の穴に通すのである。
　　　　　麻酔も何もない状態で，このようなことをするため，そのときの痛さは我慢できるものではなかった。毎回，ガーゼを巻いた棒を通されるたびに，電気ショックを浴びたような激痛が走った。
原告森岡はそのたびに大声を上げ，全身がけいれんした。何人もの手で押さえつけられながら，このような治療を受けていた。
　　　　原告森岡の横で寝ていた人は，ひどいけがのため，傷口からウジがわいていた。
　　　　　その後，原告森岡は約１ヶ月間くらい入院していたが，９月１０日ころ，静岡にあった父の実家へ移った。それから３年間くらい，静岡の病院へ通院を続けた。その治療費はもちろん自分たちで何とかしなければならず，親子共々，大変な苦労をした。
（４）　生々しい傷跡と後遺症

爆弾の破片が貫通したあとは，穴そのものは今ではふさがっているが，破片が突き刺さったところと，その反対側から破片が飛び出て行ったところの傷跡は今も残っている。破片が入ったところは，直径２センチくらいの傷跡だが，飛び出していった方の傷跡は，肉を引きちぎっているため，入ったところよりも大きく，細長い楕円形で，長い方の径はおよそ５センチくらいである。
後遺症もひどく，つい数年前まで，凍傷でよく左足先の皮膚がずるむけの状態になっていた。左大腿部の太い神経が切断されているため，左足の指先まで十分に血が流れないのである。
冬になると，よく左足が凍傷になり，腫れ上がった状態になった。一度こうなると，ひどいときは３年くらい治らない。左足の感覚は既にほとんどなく，しかも死人の足のように冷たいままである。冬は靴下を３枚くらい重ねて履き，さらにカイロも入れているが，それでも原告森岡の左足は氷のように冷たいままである。最近は凍傷は落ち着いたが，それでも左足の形が変形してしまっている。
　３　戦後の苦労
（１）周囲からの奇異の目

原告森岡は，空襲で大けがをしながらも，命は助かった。しかし，助かって本当によかったのだろうか，いっそ死んでしまった方がよかったのではないか，という思いでずっと生きてきた。
　　　空襲で大けがをしたことももちろん辛い体験だが，原告森岡にとっては，それ以後の生活の方が，辛く苦しい体験であった。戦後間もないころは，今とは比べものにならないくらい，障害者に対する差別意識が強く，いろいろな差別的な卑語も普通に口にされていた。そもそも，「障害者」という言葉自体がまだそれほど一般的ではなかった。
そのため原告森岡は，人間として見られていないという思いにずっと苦しんできた。周りから仲間はずれにされ，無視されたり，原告森岡が足を引きずる様子をまねされたりして，そのたびに悲しく，辛い気持ちになった。成人した後も，このような状態がずっと続いた。いろいろなことを思い出すたびに，今でも涙が出てくるという。
　　　　原告森岡は，足を引きずって歩く様子を人に見られるのがいや　　　　で，長い間，友人たちにも出来るだけ会わないようにしていた。こんな人生，生きてても仕方がないと思い，よく「死にたい」という考えが頭をよぎった。
このような状態が，４０歳のころまで続いた。
　　　　足のけがのため，人並みの仕事ができなかった原告森岡は，終戦から何年間もの間，外を出歩くのもいやで，家にこもっていることが多かったが，２０歳のころ，叔父がやっていたタクシー会社に雇ってもらい，車の整備の仕事をするようになった。この仕事を，６２歳になるまで続けた。
（２）奪われた就学の機会

原告森岡は，学校で勉強したのは尋常小学校の４年生くらいまでで，それから今に至るまで，一度も学校に行っておらず，成人してからも，漢字はほとんど分からない状態であった。
　　　分からない字に出会うたびに，漢和辞典を引き続けた。１行の中に３つくらい，わからない漢字があるような状態であった。漢字は，意味がわからないだけでなく，そもそも読み方が分からないので，辞書を引こうにも，その都度いちいち部首から調べるしかなく，一つの文章をも読み終えるのにいつも膨大な時間がかかった。
　　　　どうにか辞書を引かなくても一つの文章を読み通せるようになまでには，４０年以上もかかった。今でも，一日に５回くらいは辞書を引いている。
　　　　また，アルファベットは，学校で全く勉強していないので，漢字上に読むのが苦手である。辛うじて，自分の名前を大文字で書ける程度である。
（３）届かない被災者の声

名古屋で開かれていた，全国戦災傷害者の会には，４２歳のころから参加し，これまで２０回以上は行っている。１００万人署名活動にも参加し，名古屋の杉山千佐子氏を通して国会にも届けたが，国会では何度も何度も廃案になり，結局，原告森岡たちの訴えは届かなかった。
　　　また，４５歳のころ，原告森岡の地元でも，もう一人の空襲被災者と一緒に，地元議員への陳情をしたこともある。各政党の議員団控室を回り，また議会も傍聴した。しかし，それも結局実を結ぶことはなかった。
４　現在まで続く被害
　　　　こうした経緯に加えて，今も原告森岡を苦しめ続けてるのは，被告国がこれまで様々な被害（そこにはいわゆる戦争損害も含まれる）を救済してきたにもかかわらず，なぜいまだに空襲の被害者だけが救われないのか，という，やりきれない思いである。
　この問題が解決しない限り，原告森岡の苦しみはずっと続くのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
PAGE  
1

